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特集　山岳博物館　40年の歩み展
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昭和57年6月5日　三代目博物館落成式

山
岳
博
物
館
　
開
館
0
0
周
年
に
あ
た
っ
て

日
月
1
日
､
山
岳
博
物
館
は
開
館
4
0
周
年
を
迎
え

る
o

大
町
山
岳
博
物
館
は
戦
後
の
混
沌
と
し
て
い
る
時

代
に
､
故
郷
を
愛
す
る
地
域
の
青
年
た
ち
は
強
く
文

化
を
求
め
山
岳
博
物
館
の
創
立
運
動
に
全
精
力
を
傾

注
し
た
｡
あ
る
時
は
遊
説
隊
が
街
頭
に
立
ち
､
ま
た

あ
る
時
は
町
民
大
会
(
当
時
は
町
で
あ
っ
た
)
を
開

催
し
'
博
物
館
の
必
要
性
を
説
い
た
｡
そ
の
熱
意
と

献
身
的
な
活
動
に
賛
同
し
尺
､
力
を
惜
し
ま
を
か
っ
た

幾
多
の
市
民
の
努
力
の
結
果
､
当
時
の
理
事
者
の
深

い
理
解
と
支
援
に
よ
り
'
昭
和
2
6
年
日
月
1
日
山
岳

博
物
館
は
開
館
し
た
の
で
あ
っ
た
｡

そ
れ
は
奇
し
-
も
｢
博
物
館
法
｣
制
定
の
年
で
も

あ
っ
た
｡

初
代
博
物
館
は
古
い
繊
維
工
場
の
請
堂
を
改
造
し

た
も
の
で
あ
り
､
2
代
目
は
北
ア
ル
プ
ス
が
全
貌
で

き
る
通
称
大
町
公
園
の
高
台
に
旧
制
の
中
学
校
の
校

舎
を
移
築
し
た
も
の
で
､
い
ず
れ
も
古
い
建
物
が
博

物
館
と
し
て
活
用
さ
れ
た
｡
し
か
し
'
こ
れ
ら
の
建

造
物
は
老
朽
化
が
激
し
-
様
々
を
面
で
支
障
を
き
た

し
､
早
急
に
新
館
の
建
設
が
強
-
要
望
さ
れ
た
｡

要
望
さ
れ
て
か
ら
約
e
J
年
､
様
々
な
緒
余
曲
折
を

経
て
昭
和
5
7
年
6
月
5
日
念
頭
で
あ
っ
た
新
館
が
開

館
し
た
｡

ま
た
､
調
査
研
究
面
で
も
特
別
天
然
記
念
物
の
ラ

イ
チ
ョ
ウ
'
カ
モ
シ
カ
の
野
外
調
査
､
低
地
飼
育
実

験
を
中
心
に
各
種
の
調
査
研
究
活
動
､
｢
友
の
会
｣

を
中
心
と
し
た
教
育
普
及
活
動
な
ど
行
わ
れ
て
き
た
｡

し
か
し
'
こ
こ
ま
で
順
調
に
進
ん
で
き
た
訳
で
は
な

い
｡
5
0
年
代
の
地
方
財
政
再
建
特
別
措
置
法
の
準
用

を
受
け
た
折
は
博
物
館
の
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
た
が
'

博
物
館
を
生
み
だ
し
た
市
民
の
善
意
あ
る
支
援
で
何

と
か
切
り
抜
け
る
こ
と
が
で
き
た
｡
4
0
周
年
を
迎
え

る
に
あ
た
り
創
設
当
時
の
青
年
の
心
意
気
を
忘
れ
ず
､

市
民
に
よ
り
一
層
親
し
ま
れ
る
博
物
館
と
し
て
努
力

し
て
行
き
た
い
と
里
っ
て
い
る
｡
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26年　初代博物館開館式
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28年　イヌワシ飼育

31年　岳子入園31年　居谷里湿原繕全調査31年｢白い山廉｣撮影

目
で
見
る
山
博
的
年
の
出
来
事

大
町
山
岳
博
物
館

は
じ
め
に

こ
こ
に
掲
載
す
る
写
真
は
`
企
画
展
｢
山
岳
博
物

館
4
0
年
の
歩
み
展
｣
　
に
展
示
す
る
も
の
の
一
部
で
あ

る
｡
年
表
形
式
の
記
述
と
と
も
に
足
速
に
4
0
年
間
の

主
な
出
来
事
を
振
り
返
り
､
記
録
に
と
ど
め
た
い
｡

(
年
数
は
す
べ
て
和
暦
)

昭
和
2
2
年
_
 
0
月
　
郷
土
部
の
誕
生

大
町
公
民
館
に
青
年
団
の
若
者
を
中
心
と
す
る
郷

土
部
が
誕
生
し
た
｡
郷
土
文
化
興
隆
の
基
地
と
し

て
の
　
〝
山
岳
博
物
館
〟
　
の
設
置
を
最
高
の
目
標
に

揚
げ
､
設
立
運
動
に
奔
走
し
た
｡

飾
年
8
月
　
オ
オ
ハ
ク
チ
ョ
ウ
舎
完
成

2
4
年
1
月
､
高
瀬
川
で
-
羽
の
オ
オ
ハ
ク
チ
ョ
ウ

が
保
護
さ
れ
た
｡
郷
土
部
は
大
町
駅
前
に
飼
育
舎

の
建
設
を
主
張
､
つ
い
に
民
意
を
得
て
町
当
局
を

動
か
し
た
｡
こ
の
間
題
を
き
っ
か
け
に
､
博
物
館

設
立
の
気
運
が
高
ま
る
｡

2
6
年
日
月
1
日
　
山
岳
博
物
館
開
館

建
物
は
改
築
し
た
富
国
繊
維
(
会
社
)
　
の
講
堂
を

あ
て
､
現
在
の
神
栄
町
公
民
館
付
近
だ
っ
た
｡

『
戦
争
後
の
混
乱
に
世
を
あ
げ
て
ま
き
こ
ま
れ
で

い
る
と
き
'
大
町
の
青
年
た
ち
は
強
く
文
化
を
求

め
は
じ
め
て
お
り
ま
し
た
｡

公
民
館
の
青
年
部
に
芽
ぐ
ん
だ
こ
の
文
化
意
志

は
､
つ
い
に
博
物
館
の
設
立
へ
と
結
束
さ
れ
'
昭

和
二
十
四
年
構
想
を
終
っ
て
資
料
の
収
集
に
研
究

に
と
奉
仕
的
を
活
動
が
続
け
ら
れ
ま
し
た
｡

そ
し
て
､
こ
の
熱
意
の
引
き
起
し
た
連
鎖
反
応

は
市
民
一
人
一
人
の
積
極
的
な
援
助
と
な
っ
て
､

大
町
は
博
物
館
建
設
に
一
丸
と
在
り
､
(
中
略
)

博
物
館
は
開
館
さ
れ
ま
し
た
｣

福
岡
孝
之
先
生
　
沿
革
序
文
よ
り

2
8
年
7
月
　
研
究
会
発
足

個
々
の
研
究
と
と
も
に
､
1
0
年
後
の
文
化
運
動
の

担
い
手
の
育
成
を
目
的
と
し
て
発
足
し
た
｡
発
足

時
の
入
会
者
は
一
八
〇
名
｡
山
博
創
設
か
ら
活
輔

し
た
多
-
の
人
々
が
各
分
野
で
指
導
に
あ
た
っ
た
｡

2
8
年
8
月
　
イ
ヌ
ワ
シ
飼
育

志
賀
高
原
で
保
護
さ
れ
､
付
属
動
物
園
で
飼
育
さ

れ
た
｡
5
7
年
2
月
ま
で
生
存
｡
ま
た
4
0
年
5
月
に

も
登
用
で
幼
鳥
が
保
護
収
容
さ
れ
､
5
8
年
8
月
ま

で
生
存
し
た
｡

3
~
年
2
月
　
岳
子
入
団

稲
核
村
(
現
安
曇
村
)
　
で
保
護
さ
れ
た
カ
モ
シ
カ

の
メ
ス
の
幼
獣
が
入
国
し
た
｡
山
博
へ
の
入
園
第

-
号
と
な
っ
た
こ
の
白
い
カ
モ
シ
カ
は
'
一
般
公

募
に
よ
っ
て
　
〝
岳
子
〟
と
命
名
さ
れ
､
2
1
年
あ
ま

り
に
わ
た
っ
て
市
民
の
ア
イ
ド
ル
的
存
在
と
し
て

親
し
ま
れ
た
｡

3
~
年
4
月
　
居
杏
里
湿
原
総
合
学
術
調
査

北
ア
ル
プ
ス
一
帯
を
野
外
博
物
館
と
し
て
開
設
す

る
た
め
､
基
礎
調
査
の
5
ケ
年
計
画
が
立
案
さ
れ
'

そ
の
予
備
調
査
と
し
て
'
居
谷
里
調
査
が
開
始
さ

れ
た
｡
調
査
団
は
地
元
の
研
究
者
､
館
員
を
総
動

員
し
て
構
成
さ
れ
､
年
間
の
出
動
人
員
は
延
六
〇

〇
人
以
上
､
収
集
資
料
は
二
六
〇
〇
点
あ
ま
り
を

数
え
た
｡
現
在
'
湿
原
は
県
の
天
然
記
念
物
に
指

定
さ
れ
て
い
る
｡

3
~
年
　
二
代
目
博
物
館
建
設

大
町
公
園
(
現
在
の
駐
車
場
)
　
へ
の
大
町
南
高
校

の
旧
校
舎
の
移
築
が
行
お
れ
た
｡
日
月
に
移
築
完

了
'
翌
年
8
月
の
開
館
を
待
つ
｡

3
~
年
　
『
白
い
山
脈
言
の
撮
影

動
物
記
銀
映
画
『
ア
ル
プ
ス
の
驚
異
｣
　
(
富
士
映

画
･
後
に
　
『
白
い
山
脈
｣
と
改
名
)
　
の
撮
影
案
内

と
指
導
に
あ
た
る
｡
3
2
年
3
月
に
完
成
し
文
部
省

特
選
と
な
っ
た
が
'
記
録
と
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
問

題
で
話
題
を
ま
い
た
｡

3
2
年
1
月
　
博
物
館
実
習

鶴
田
総
一
郎
先
生
の
指
導
で
､
東
京
教
育
大
(
覗

筑
波
大
)
　
の
学
生
を
対
象
に
博
物
館
実
習
が
行
わ

れ
た
｡
中
央
と
地
方
博
物
館
の
連
携
に
よ
る
新
し

い
試
み
と
し
て
注
目
さ
れ
る
｡
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33年　針ノ木岳調査

37年　冬期ライチョウ調査　　　　36年　皇太子殿下と岳子40年　秩父宮記念学締着受賞

3
2
年
7
月
　
第
-
回
山
の
自
然
科
学
教
室

東
京
教
育
大
学
野
外
研
究
同
好
会
が
､
木
崎
夏
期

大
学
と
八
方
尾
根
を
根
拠
地
に
6
日
間
に
わ
た
っ

て
実
施
｡
都
内
6
中
学
校
一
二
七
名
の
生
徒
が
参

加
｡
教
育
大
･
信
大
の
教
官
の
ほ
か
館
員
･
調
査

員
､
教
育
大
学
生
な
ど
が
指
導
に
あ
た
っ
た
｡
4
1

年
ま
で
1
0
回
継
続
さ
れ
た
｡

3
3
年
4
月
　
針
ノ
木
調
査

針
ノ
木
自
然
園
の
開
設
運
動
が
進
め
ら
れ
､
信
大

教
育
学
部
生
物
学
教
室
の
協
力
を
得
て
基
礎
調
査

が
行
わ
れ
た
｡
調
査
員
4
3
名
､
調
査
日
数
は
延
べ

四
四
三
日
に
及
ん
だ
｡

3
5
年
　
コ
マ
ク
サ
囲

そ
の
生
態
と
低
地
栽
培
の
研
究
が
長
野
県
か
ら
委

託
さ
れ
て
ロ
ッ
ク
ガ
ー
デ
ン
を
作
っ
て
以
来
､
コ

マ
ク
サ
は
山
博
の
シ
ン
ボ
ル
の
ひ
と
つ
と
し
て
根

づ
い
て
い
る
｡

3
5
年
8
月
　
富
士
山
に
ラ
イ
チ
ョ
ウ
を
放
す

日
本
馬
学
会
･
林
野
庁
が
主
体
と
な
り
山
博
が
協

力
し
て
､
白
馬
岳
か
ら
1
羽
の
ラ
イ
チ
ョ
ウ
が
空

輸
さ
れ
へ
富
士
山
に
移
殖
さ
れ
た
｡
残
念
な
が
ら

繁
殖
の
継
続
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
｡

3
6
年
3
月
　
皇
太
子
殿
下
ご
来
館

3
月
2
7
日
､
皇
太
子
殿
下
(
現
天
皇
陛
下
)
が
来

館
さ
れ
､
館
内
の
展
示
を
は
じ
め
カ
モ
シ
カ
　
〝
岳

子
〟
を
親
し
-
ご
覧
に
な
ら
れ
た
｡

3
6
年
5
月
　
ラ
イ
チ
ョ
ウ
調
査
は
じ
ま
る

信
大
教
育
学
部
の
メ
ン
バ
ー
と
と
も
に
爺
ケ
岳
で

ラ
イ
チ
ョ
ウ
調
査
が
始
め
ら
れ
､
0
0
月
ま
で
一
五

〇
日
連
結
し
て
行
わ
れ
た
｡

3
6
年
6
月
_
 
5
日

高
松
宮
様
ご
夫
妻
､
秩
父
宮
妃
ご
来
館

3
6
年
　
コ
ブ
ハ
ク
チ
ョ
ウ
の
飼
育

皇
居
外
苑
保
存
慨
会
か
ら
2
羽
の
コ
ブ
ハ
ク
チ
ョ

ウ
を
移
入
し
､
木
崎
湖
畔
海
の
口
に
白
鳥
の
池
を

作
っ
て
飼
育
を
は
じ
め
た
｡
3
9
年
に
は
初
め
て
3

羽
の
雑
が
誕
生
｡
ま
た
4
0
年
に
は
将
来
木
崎
湖
を

白
鳥
の
湖
に
す
る
と
い
う
計
画
の
下
に
､
放
し
飼

い
の
準
備
の
た
め
白
鳥
の
池
に
隣
接
し
た
湖
畔
に

外
柵
が
設
け
ら
れ
た
｡

3
8
年
3
月
　
冬
期
ラ
イ
チ
ョ
ウ
闘
査

4
0
日
間
に
あ
た
り
'
爺
ケ
岳
に
職
員
3
名
他
が
常

駐
し
て
行
わ
れ
た
｡
陸
上
自
衛
隊
･
大
町
山
の
会

が
､
物
資
の
輸
送
･
通
信
を
ど
の
サ
ポ
ー
ト
に
活

躍
し
た
｡

3
8
年
　
ラ
イ
チ
ョ
ウ
飼
育

生
態
調
査
と
並
行
し
て
､
低
地
で
の
ラ
イ
チ
ョ
ウ

飼
育
の
研
究
が
開
始
さ
れ
た
｡
4
4
年
､
初
の
自
然

抱
卵
に
よ
る
婿
化
に
成
功
し
た
が
数
日
間
で
ほ
と

ん
ど
が
死
亡
｡
以
降
気
象
条
件
や
餌
の
改
良
､
防

疫
の
工
夫
を
重
ね
､
現
在
も
国
と
県
の
補
助
を
得

て
継
続
中
で
あ
る
｡

3
9
年
1
月
　
爺
ケ
岳
で
ラ
イ
チ
ョ
ウ
を
飼
う

爺
ケ
岳
に
移
動
禽
舎
を
設
置
し
て
､
約
1
ヶ
月
に

わ
た
り
メ
ス
親
と
3
羽
の
雛
を
収
容
し
家
族
群
の

生
活
状
況
'
天
敵
と
の
関
係
が
調
査
さ
れ
た
｡

0
0
年
　
秩
父
宮
記
念
学
術
賞
授
賞

創
設
以
来
の
山
に
関
す
る
顕
著
を
科
学
的
業
績
が

認
め
ら
れ
､
第
2
回
学
術
賞
を
授
与
さ
れ
た
｡

0
0
年
6
月
　
カ
モ
シ
カ
人
工
鳴
育
成
功

真
田
町
か
ら
カ
モ
シ
カ
の
幼
獣
を
受
け
入
れ
人
工

哺
青
を
行
っ
た
｡
山
博
で
の
カ
モ
シ
カ
の
人
工
哺

育
成
功
第
一
号
で
あ
り
､
後
に
　
″
大
助
〟
と
命
名

さ
れ
て
1
4
年
あ
ま
り
に
わ
た
っ
て
飼
育
さ
れ
た
｡

4
5
年
　
カ
モ
シ
カ
初
繁
蒐

5
月
2
9
日
早
朝
､
″
あ
つ
子
〟
が
出
産
｡
3
1
年
に

カ
モ
シ
カ
の
飼
育
を
は
じ
め
て
以
来
1
4
年
目
に
し

て
繁
殖
に
成
功
し
た
｡

4
8
年
　
日
中
友
交
カ
モ
シ
カ
使
節

日
中
国
交
回
復
を
記
念
し
て
中
国
か
ら
日
本
に
ジ

ャ
イ
ア
ン
ト
パ
ン
ダ
が
贈
ら
れ
､
そ
の
返
礼
と
し

て
日
本
か
ら
カ
モ
シ
カ
を
贈
る
こ
と
に
な
っ
た
｡

4
月
3
日
'
上
野
動
物
園
で
検
疫
を
終
了
し
た
山

博
の
カ
モ
シ
カ
　
〝
太
郎
〟
と
〝
辰
子
〟
は
空
路
中

国
へ
旅
立
っ
た
｡
当
初
中
国
行
き
が
決
ま
っ
て
い

さ

･

〃

て

'

持

た
"
木
曾
生
〃
が
､
大
町
か
ら
送
り
出
さ
れ
る
日

を
3
日
後
に
控
え
て
､
心
無
い
観
覧
者
に
殴
打
さ

れ
て
右
目
を
失
明
す
る
と
い
う
忘
れ
が
た
い
ア
ク

シ
デ
ン
ト
も
あ
っ
た
｡
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平成3年10月　救護官権ご来館

引
年
　
テ
レ
メ
ー
タ
ー
実
験

文
化
庁
か
ら
日
本
自
然
保
護
協
会
が
委
託
さ
れ
た

事
業
の
一
環
と
し
て
､
カ
モ
シ
カ
の
生
態
を
解
明

す
る
た
め
の
テ
レ
メ
ー
タ
ー
開
発
が
あ
っ
た
｡
山

博
は
そ
の
う
ち
の
テ
レ
メ
ー
タ
ー
装
着
と
電
波
実

験
を
担
当
し
た
｡

5
0
年
　
高
瀬
川
自
然
総
合
追
跡
調
査

高
瀬
川
電
源
開
発
工
事
が
完
了
し
､
高
瀬
･
七
倉

両
ダ
ム
の
湛
水
が
始
ま
っ
た
｡
こ
れ
ら
の
周
辺
地

域
の
環
規
変
化
に
関
す
る
調
査
が
3
カ
年
継
続
し

て
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
､
事
務
局
が
山
博
に
置

か
れ
た
｡

5
3
年
8
月
　
友
の
会
再
発
足

3
4
年
に
研
究
会
か
ら
改
称
し
た
友
の
会
の
再
活
生

を
期
し
て
､
8
月
1
 
2
日
に
は
学
生
総
会
が
､
1
 
9
日

に
は
一
般
総
会
が
開
か
れ
､
一
志
茂
樹
先
生
の
特

別
講
演
会
も
行
わ
れ
た
｡

粥
年
　
パ
ン
ダ
と
カ
モ
シ
カ
展

日
中
国
交
回
復
記
念
と
し
て
日
本
に
贈
ら
れ
た
ジ

ャ
イ
ア
ン
ト
パ
ン
ダ
　
″
ラ
ン
ラ
ン
〟
が
死
亡
し
'

剥
製
と
な
っ
て
多
摩
動
物
公
園
に
保
管
さ
れ
た
｡

パ
ン
ダ
の
交
換
使
節
と
し
て
山
博
の
カ
モ
シ
カ
が

贈
ら
れ
た
経
緯
か
ら
､
ラ
ン
ラ
ン
の
一
般
公
開
第

-
号
と
し
て
4
月
2
2
日
か
ら
5
月
5
日
ま
で
開
催

さ
れ
た
｡
期
間
中
の
入
場
者
は
3
万
人
を
超
え
る

人
気
だ
っ
た
｡

5
7
年
6
月
5
日
　
三
代
目
博
物
館
落
成
式

5
0
年
日
月
　
カ
モ
シ
カ
が
オ
ー
ス
ト
リ
ア
へ

日

月

5

日

､

ウ

ィ

ー

ン

の

シ

ェ

ー

ン

ブ

ル

ン

動

物

園
へ
カ
モ
シ
カ
の
　
〝
大
〟
と
〝
博
美
〟
が
成
田
空

港
を
出
発
し
た
｡
不
幸
に
も
博
美
は
機
内
で
死
亡
､

0
0
年
2
月
1
5
日
､
博
美
の
妹
に
あ
た
る
博
子
が
旅

立
っ
た
｡
こ
の
カ
モ
シ
カ
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
､

大
町
市
と
イ
ン
ス
ブ
ル
ッ
ク
市
､
山
博
と
ア
ル
ペ

ン
動
物
園
の
友
好
提
携
が
結
ば
れ
る
｡

0
0
年
2
月
　
友
好
提
携
隅
印

2
月
1
8
日
､
イ
ン
ス
ブ
ル
ッ
ク
の
ア
ル
ペ
ン
動
物

園
内
の
ワ
イ
ヤ
ー
ブ
ル
ク
宮
殿
に
お
い
て
､
イ
ン

ス
ブ
ル
ッ
ク
市
と
大
町
市
､
ア
ル
ペ
ン
動
物
園
と

大
町
山
岳
博
物
館
の
あ
い
だ
で
友
好
提
携
協
定
書

が
調
印
さ
れ
た
｡

0
0
年
4
月
　
マ
ー
モ
ッ
ト
来
る

友
好
提
携
を
し
た
ア
ル
ペ
ン
動
物
園
か
ら
､
ア
ル

プ

ス

マ

ー

モ

ッ

ト

4

頭

　

(

オ

ス

･

メ

ス

各

2

)

　

が

ル
ッ
ガ
-
会
長
､
ペ
ピ
ラ
ー
ナ
-
動
物
団
長
ら
と

と
も
に
日
本
に
初
め
て
や
っ
て
来
た
｡

6
2
年
5
月
　
オ
オ
ラ
イ
チ
ョ
ウ
雛
化
成
功

山
博
で
繁
殖
が
で
き
る
よ
う
に
と
'
飢
年
5
月
ぺ

ピ
ラ
ー
ナ
-
園
長
が
オ
オ
ラ
イ
チ
ョ
ウ
の
卵
を
持

参
し
た
が
不
成
功
に
終
あ
っ
た
｡
6
2
年
5
月
､
園

長
の
好
意
で
再
度
婿
化
が
試
み
ら
れ
た
｡
ド
イ
ツ

の
ラ
イ
チ
ョ
ウ
研
究
家
ア
ッ
シ
ュ
ン
ブ
レ
ン
ナ
-

博
士
ら
が
持
参
し
た
9
個
の
卵
か
ら
は
つ
い
に
メ

ス
を
含
む
4
羽
の
撥
が
誕
生
し
､
繁
殖
が
可
能
に

な
っ
た
｡

釣
手
　
ヒ
マ
ラ
ヤ
展

7
月
1
 
6
日
か
ら
9
月
1
 
5
日
ま
で
　
『
ヒ
マ
ラ
ヤ
ー
八

〇
〇
〇
m
峰
と
日
本
登
山
隊
』
が
開
催
さ
れ
た
｡

日
本
人
に
よ
る
八
〇
〇
〇
m
峰
1
 
4
座
初
登
頂
の
資

料
､
チ
ョ
モ
ラ
ン
マ
/
サ
ガ
ル
マ
タ
三
国
合
同
登

山
の
資
料
を
中
心
に
第
2
展
示
室
と
2
階
ホ
ー
ル

の
全
面
に
展
示
す
る
大
が
か
り
な
特
別
展
だ
っ
た
｡

平
成
2
年
　
シ
ャ
モ
ア
来
る

3
月
9
日
､
ア
ル
ペ
ン
動
物
園
か
ら
の
3
番
目
の

贈
り
も
の
と
し
て
シ
ャ
モ
ア
　
(
ア
ル
プ
ス
カ
モ
シ

カ
)
　
3
頭
　
(
オ
ス
1
､
メ
ス
2
)
　
が
､
動
物
園
の

ル
ッ
ガ
ー
会
長
､
ノ
イ
マ
イ
ヤ
ー
友
の
会
会
長
ら

と
と
も
に
や
っ
て
来
た
｡

平
成
3
年
_
0
月
_
3
日

秋
篠
宮
様
が
来
館
さ
れ
､
オ
オ
ラ
イ
チ
ョ
ウ
な
ど

興
味
深
-
観
察
さ
れ
た
｡

平
成
3
年
日
月
-
白
　
山
博
創
設
0
0
周
年

お
わ
り
に

4
0
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
､
記
念
誌
『
大

町
山
岳
博
物
館
4
0
年
の
歩
み
さ
と
へ
単
行
本
｢
カ
モ

シ
カ
｣
及
び
　
『
ラ
イ
チ
ョ
ウ
｣
　
(
と
も
に
信
濃
毎
日

新
聞
社
刊
)
　
の
出
版
を
予
定
し
て
い
る
｡
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